
国内では、散発的に小規模に複数の患者が発生している例がみられます。

この段階では、濃厚接触者を中心に感染経路を追跡調査することにより感染
拡大を防ぎます6 1          :

.今重要なのは、今後の国内での感染の拡大を最小限に抑えるため、

小規模な患者の集団 (タラスタニ)が次の集口を集み出すことの防止です。

<感染経路の特徴>
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ll※「小規模患者クラスタ守」とは   ,
|:感染経蕗が追えている数人から数十人規模9轟者の集‐甲の子とです。:

:        ‐

◆これまでに国内で感染が明らかになつた方のうちの8書Jの方は、他の人に
感染させていません,       ,多

ェスタィクレめ会食、雀荘、ス年二の0-方、スポーツジムt屋形船、ビユツ
ゲストハウス、密開された仮設テントなどでは、T人の感染者が複数に感染
きせた事例が報告されています:               :    :
こ`のように、集団感染の共通点は、特に、

F換気が悪く」、「人が密に集まって過ごすような空間」、「不特定

多数の人が接触するぉそれが言ぃ場所」です。「
「       、
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◇ 換気が悪く:人が密に集まうて過ごすような空間に集団で集まる

厚生労働省では、クラスタTが発生した自治体と連携して、クラスタ=発生の早期探知、専門
家チームの派遣、データの収集分析と対応策の検討などを行つていくため、国内の感染症の専
門家で構成される「クラスター対策班」を設置し、各地の支援1こ取り組んでいます。
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